
３．産業、経済

（１）島原市の経済活動別総生産額
（＝島原市の経済の規模などを明らかにする指標）

（２）⻑崎県及び半島３市における島原市の総生産額の状況

 ① 総生産額の推移 （令和２年度）

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
第１次産業 11,060 8,542 8,231 8,456

第２次産業 32,360 25,088 18,020 18,935

第３次産業 101,354 102,408 107,326 100,968

総生産額 144,774 136,038 133,577 128,360

0

50,000

100,000

150,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
島原市 144,774 136,038 133,577 128,360

雲仙市 114,848 109,953 115,961 108,684

南島原市 100,363 101,177 98,117 97,063

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

180,000

（単位：百万円）

（単位：百万円）

令和２年度は、第１次産業、第２次産業が増加したが、第３次産業は減少したため、
総生産額は前年度を下回った。（※総生産額は「輸入品に課せられる税・関税等」を差
し引いた額を計上している。）

対前年度増加率をみると、島原市△3.2、南島原市△0.2、雲仙市△5.6となり３市と
もに減少している。
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３．産業、経済

【総生産額の割合】

➁ 産業分類別総生産額 （令和2年度）

【総生産額の比較】

（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）

（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
（19）

136

831電気・ガス・水道・廃棄物処理業 6,149

運輸・郵便業 4,450 3,043 2,123
宿泊飲食サービス業 2,646 2,869 1,361

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

平成29年度
4,549,825

3.2%
359,985

40.2%

平成30年度
4,648,652

2.9%
347,168

39.1%

令和2年度
4,528,999

2.8%
334,107

38.4%

令和元年度

2.8%
4,770,241

347,655
38.4%

633
412

-
11,323

10,099

1,269

9,341

13,781
1,893

3,134

1,839

5,663
6,710

18,988
4,734

208
108,917

南島原市
10,952
1,148

395
133

6,601

9,416
9,050

1,729
13,271
3,822

6,129
6,432

18,833
4,223

233

雲仙市
13,431

97,271128,635

5,225
7,998

23,641
6,632

275

島原市
7,864

297
296

-
12,421

6,514
17,166

3,415
14,381

7,967

1,298

その他サービス業

輸入品に課される税・関税等

合計

専門・科学技術・業務
支援サービス業

公務
教育

保健衛生・社会事業

項目
農業
林業

水産業
鉱業

製造業

建設業
卸売・小売業

金融・保険業
不動産業

情報通信業

（単位：百万円）

（単位：百万円）

もに減少している。

島原市の割合は、⻑崎県及び半島３市共に減少傾向にある。
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３．産業、経済
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9.3 

8.6 

13.3 
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1.4 

2.6 

2.1 

1.8 

1.2 

2.7 

3.9 

1.7 

4.1 

5.8 

5.6 

6.2 

6.9 

5.9 

6.2 

19.5 

17.3 

18.4 

4.9 

3.9 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南島原市

雲仙市

島原市

農業 水産業
製造業 建設業
卸売・小売業 運輸・郵便業
宿泊飲食サービス業 情報通信業
金融・保険業 専門・科学技術・業務支援サービス業
公務 教育
保健衛生・社会事業 その他のサービス

（単位：％）

※ 数値は主なもののみ掲載

【総生産割合の比較】（令和2年度）

−19−



３．産業、経済

（３）卸売業、小売業

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

平成28年
14,737

4.4%
1,721
37.8%

平成26年
14,231

4.5%
1,774

令和３年
13,641

4.5%
1,663
37.2%36.0%

平成26年 平成28年 令和３年
島原市 637 650 619

雲仙市 528 492 487

南島原市 609 579 557

400

500

600

700

島原市 雲仙市 南島原市
卸売業 120 84 97

小売業 499 403 460

0

100

200

300

400

500

600

（単位：事業所）

（単位：事業所）

（単位：事業所）

島原市の割合は、⻑崎県内および半島３市で横ばいが続く。

島原市は、卸売業も小売業も事業所数が一番多い。

島原市は、平成２８年から令和３年にかけて減少した。

【事業所数の比較】 （令和３年）

【事業所数の割合】

① 事業所数の推移
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３．産業、経済

0.0 

0.0 

2.5 

0.0 

1.2 

1.7 

62.9 

56.0 

37.5 

17.5 

22.6 

18.3 

10.3 

8.3 

15.8 

9.3 

11.9 

24.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南島原市

雲仙市

島原市

卸売業

各種商品 繊維・衣服等 飲食料品 建築資材、鉱物・金属材料等 機械器具 その他

0.4

0.0

0.8

8.9

6.5

10.0

37.4

39.2

31.1

13.7

13.2

13.4

37.8

38.7

40.1

1.7

2.4

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南島原市

雲仙市

島原市

小売業

各種商品 織物・衣服・身の回り品 飲食料品 機械器具 その他 無店舗小売

（単位：％）

（単位：％）

島原市は、卸売業については、機械器具の占める割合が、小売業については織物・衣
服・身の回り品の占める割合が、半島３市の中で一番高い。

【業種別事業所数の割合】 （令和３年）
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３．産業、経済

島原市の割合

⻑崎県
島原市の割合

半島３市

平成２８年
95,219

4.0%
8,877
42.5%

平成２６年
90,933

4.7%
8,723

令和３年
93,943

3.8%
9,055
39.1%39.1%

平成26年 平成28年 令和３年
島原市 4,309 3,771 3,539

雲仙市 3,175 2,358 2,658

南島原市 3,652 2,748 2,858

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

島原市 雲仙市 南島原市
卸売業 844 644 684

小売業 2,695 2,014 2,174

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

令和３年の従業者数は、島原市は減少している。

島原市は、卸売業も小売業も従業者数が一番多い。

➁ 従業者数の推移 （令和３年）

【従業者数の割合】

【従業者数の比較】 （令和３年）
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３．産業、経済

島原市 雲仙市 南島原市
卸売業 7.0 7.7 7.1

小売業 5.4 5.0 4.7

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

（単位：人）【１事業所あたりの従業者数】（令和３年）
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３．産業、経済

0.0 

0.0 

4.0 

0.0 

0.3 

0.4 

80.0 

76.7 

45.9 

11.3 

13.4 

13.6 

5.8 

4.7 

13.7 

2.9 

4.9 

22.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南島原
市

雲仙市

島原市

卸売業

各種商品 繊維・衣服等
飲食料品 建築資材、鉱物・金属材料等
機械器具 その他

0.2

0.0

0.5

8.9

2.5

7.6

46.1

52.1

40.3

8.3

10.2 

13.6

35.5

33.1

32.9

1.0

2.1

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南島原市

雲仙市

島原市

小売業

各種商品 織物・衣服・身の回り品 飲食料品
機械器具 その他 無店舗小売

（単位：％）

（単位：％）

島原市は、卸・小売業ともに機械器具の従業者数の割合が半島３市の中で一番高い。

【業種別従業者数の割合】（令和３年）

−24−



３．産業、経済

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合 47.7%48.7%

平成28年
2,986,949

3.4%
190,696

53.0%

平成26年
2,787,832

3.3%
186,287

令和３年

3.3%
2,691,621

187,425

平成26年 平成28年 令和３年
島原市 90,781 101,030 89,468

雲仙市 40,734 41,774 52,404

南島原市 54,772 47,892 45,553

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000

島原市 雲仙市 南島原市
卸売業 40,860 27,825 19,113

小売業 48,609 24,579 26,440

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

島原市の令和３年販売額は、平成２８年に比べると、大きく減少している。

⻑崎県内、半島３市における島原市の割合は、減少している。

半島３市の中で、島原市が卸・小売業とも販売額が一番高い。
また、雲仙市だけが、卸売業の販売額が小売業の販売額よりも高くなっている。

③ 年間販売額の推移

【年間商品販売額の割合】

【年間商品販売額の比較】（令和３年）
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３．産業、経済

島原市 雲仙市 南島原市
卸売業 340.5 331.3 197.0

小売業 95.4 61.1 57.5

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

（単位：百万円）【１事業所あたりの年間商品販売額】（令和３年）
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３．産業、経済
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その他 無店舗小売 各種商品

（単位：％）

島原市は、卸・小売業ともに、半島３市の中で機械器具の占める割合が高い。

（単位：％）

【業種別商品販売額の割合】（令和３年）
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3. 産業、経済（製造業）

（４）製造業

令和３年 令和４年
⻑崎県 1,638 1,640 1,581 1,386 1,646

平成30年 令和元年 令和２年

36.5%
半島３市 313 302 270 162 192

島原市の割合 4.8% 4.8% 4.8% 4.6% 4.3%

島原市の割合 24.9% 26.2% 17.1% 39.5%

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年
島原市 78 79 76 64 70

雲仙市 64 62 56 36 46

南島原市 171 161 138 62 76

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180

（単位：事業所）

（単位：％）

事業所数は３市とも増加。
※令和３年の数値は経済センサス-活動調査（製造業）

令和４年は経済構造実態調査（製造業事業所）の集計結果

【事業所の割合】

【事業所数の推移（従業員４人以上】
① 事業所の状況
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3. 産業、経済（製造業）

項     目 島原市 雲仙市 南島原市
食料品製造業 42 16 41

木材・木製品製造業 1 1 3
家具・装備品製造業 1 2 1

飲料・たばこ・飼料製造業 5 3 3
繊維工業 6 9 11

化学工業 （雲仙市,南島原市 プラスチック製品製造業） - 1 1
窯業・土石製品製造業 4 5 7

石油製品・石炭製品製造業 - 2 -
印刷・同関連業 2 2 2

はん用機械器具製造業 1 - 1
生産用機械器具製造業 1 2 -

鉄鋼業 3 - -
金属製品製造業 2 2 3

情報通信機械器具製造業 - - -
輸送用機械器具製造業 1 1 2

電子部品・デバイス・電子回路製造業 - - 1
電気機械器具製造業 - - -

その他の製造業 1 - -
合  計 70 46 76

（単位：事業所）

半島３市の事業所数は食品製造業が多いが、前年から増加した。

【業種別事業所数の比較】 （令和４年）
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3. 産業、経済（製造業）

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

島原市の割合 3.7% 3.7% 3.6% 3.4% 3.3%
⻑崎県 57,358 56,145 54,630 52,842 53,990

島原市の割合 36.0% 36.2% 37.6% 41.0% 40.3%
半島３市 5,957 5,759 5,199 4,372 4,453

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年
島原市 2,142 2,084 1,957 1,779 1,799

雲仙市 2,195 2,089 1,882 1,480 1,454

南島原市 1,620 1,586 1,360 1,113 1,200

1,000

1,500

2,000

2,500

（単位：人）

（単位：％）

従業員数については、島原市と南島原市は増加した。
※令和３年の数値は経済センサス-活動調査（製造業）、

令和４年は経済構造実態調査（製造業事業所）の集計結果

【従業者数の推移】

【従業者数の割合】

➁ 従業員の現状
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3. 産業、経済（製造業）

飲料・たばこ・飼料製造業 49 12 10
繊維工業 355 646 258

項     目 島原市 雲仙市 南島原市
食料品製造業 950 529 585

印刷・同関連業 16 6 11
化学工業（雲仙市、南島原市 プラスチック製品製造業） - 8 4

木材・木製品製造業 30 3 18
家具・装備品製造業 8 14 6

鉄鋼業 64 - -
金属製品製造業 35 46 26

石油製品・石炭製品製造業 - 7 -
窯業・土石製品製造業 51 83 88

電子部品・デバイス・電子回路製造業 - - 114
電気機械器具製造業 - - -

はん用機械器具製造業 142 - 68
生産用機械器具製造業 22 87 -

その他の製造業 8 - -
合  計 1,799 1,454 1,200

情報通信機械器具製造業 - - -
輸送用機械器具製造業 69 13 12

（単位：人）

島原市の従業者数の半数は、食料品製造業に従事している。

【業種別従業者数の比較】 （令和4年）
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3. 産業、経済（製造業）

⻑崎県 1,829,520 1,788,961 1,719,212 1,622,930 1,517,657
平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和３年

43.9%
半島３市 84,695 78,548 75,186 71,406 66,806

島原市の割合 2.4% 2.1% 2.1% 2.1% 1.9%

島原市の割合 51.5% 48.7% 48.2% 48.0%

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年
島原市 43,590 38,219 36,290 34,144 29,372

雲仙市 29,156 28,769 28,659 26,205 25,898

南島原市 11,949 11,560 10,237 11,057 11,536

5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000
45,000
50,000

（単位：百万円）

（単位：百万円 ％）

製造品出荷額は南島原市が増加している。
※令和３年の数値は経済構造実態調査（製造業事業所）の結果を掲載

製造品出荷額については令和3年1⽉〜12⽉の実績。

【製造品出荷額の推移】

【製造品出荷額の割合】

③ 製造品出荷額
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3. 産業、経済（製造業）

（※注）表中の「X」は、事業所の秘密が漏れないよう秘匿処理したものであるため、合計額が一致しない。

項     目 島原市 雲仙市 南島原市
食料品製造業 15,144 12,513 6,315

木材・木製品製造業 X X 243
家具・装備品製造業 X X X

飲料・たばこ・飼料製造業 5,506 81 73
繊維工業 1,666 7,731 1,422

石油製品・石炭製品製造業 - X -
窯業・土石製品製造業 401 647 1,130

印刷・同関連業 X X X
化学工業（雲仙市、南島原市 プラスチック製品製造業） - X X

はん用機械器具製造業 X - X
生産用機械器具製造業 X X -

鉄鋼業 848             -             -
金属製品製造業 X X 577

情報通信機械器具製造業 - - -
輸送用機械器具製造業 X X X

電子部品・デバイス・電子回路製造業 - - X
電気機械器具製造業 - - -

その他の製造業 X - -
合  計（※注） 29,372 25,899 11,536

（単位：百万円）

半島３市の出荷額を比較すると、島原市が一番多いが、飲料・たばこ・飼料
製造業が前年に比べ大きく減少している。

【製造品出荷額の比較】 （令和3年）
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3. 産業、経済（製造業）

島原市 雲仙市 南島原市
従業者数 26 32 16

製造品出荷額 419.6 563.0 151.7

0.0

100.0
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600.0

0
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35 百万円人

（従業員数：令和4年、製造品出荷額：令和3年）
（単位；従業員：人、出荷額：百万円）

１事業所あたりの従業者数、製造品出荷額は雲仙市が多い。

【１事業所あたりの従業員数と製造品出荷額】
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3. 産業、経済（農林業）

（５）農 業

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

平成29年度
85,262

12.2%
38,839

26.7%

平成30年度 令和2年度
68,930
11.4%

32,247
24.4%

78,528
10.1%

33,334
24.0%

令和元年度
71,557
10.7%

32,737
23.5%

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
島原市 10,375 7,989 7,691 7,864

雲仙市 14,934 12,918 13,778 13,431

南島原市 13,530 12,427 11,268 10,952

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000
14,000
16,000

平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年
島原市 1,735 1,596 1,438 1,205

雲仙市 4,409 4,020 3,529 3,023

南島原市 3,955 3,577 3,126 2,576

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：⼾）

総生産額は、令和元年度と比較すると島原市のみ増加、他２市は減少した。

⻑崎県内、半島３市における島原市の割合は、わずかに増加している。

半島３市ともに、総農家数は減少している。

① 農業総生産額の推移

【農業総生産額の割合】

➁ 総農家数の推移
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3. 産業、経済（農林業）

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

平成22年
38,745

4.1%
9,193
17.4%

平成17年
42,127

4.1%
10,099

17.2%

令和２年
28,282

4.3%
6,804
17.8%

平成27年
33,802

4.3%
8,093
17.8%

平成22年
40,936

6.1%
12,973

19.2%

平成17年
52,661

5.7%
16,335

18.4%

令和2年
25,107

9.3%
11,941
19.6%

平成27年
34,440

6.9%
11,880

20.0%

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年
島原市 2,999 2,489 2,371 2,349

雲仙市 7,049 5,562 5,069 5,545

南島原市 6,287 4,922 4,440 4,047

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

（単位：⼾）

（単位：人）

※ 参考（2020年農林業センサス）
雇用労働者数は、島原市1,934人、雲仙市3,435人、南島原市3,363人
基幹農業従事者（ふだん仕事としておもに自営農業に従事）は、島原市1,914人
雲仙市3,779人 南島原市3,296人

（単位：人）

半島３市における島原市の割合は、ほぼ横ばいである。

⻑崎県内における島原市の割合は、増加している。

【総農家数の割合】

③ 農業従事者数（自営農業に従事した世帯員数）の推移

【農業従事者数の割合】
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3. 産業、経済（農林業）

半島３市
島原市の割合

島原市の割合
⻑崎県

平成22年
31,010

4.5%
8,459
16.6%

平成17年
32,595

4.3%
8,768
15.8%

令和2年
27,146

4.9%
7,459
17.7%

平成27年
30,756

4.6%
8,329
17.0%

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年
島原市 1,389 1,408 1,416 1,318

雲仙市 4,101 3,972 3,929 3,647

南島原市 3,278 3,079 2,984 2,494

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

島原市 雲仙市 南島原市
田 183 1,404 619

畑 1,111 2,175 1,701

樹園地 24 67 174

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（単位：ha）

（単位：ha）

（単位：ha）

半島３市共に縮小傾向にある。

⻑崎県内及び半島３市における島原市の割合は、増加している。

半島３市の面積は、畑が最も多く、次いで田、樹園地の順となっている。

④ 経営耕地面積

【経営耕地面積の割合】

【経営耕地面積の比較】 （令和２年）
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3. 産業、経済（農林業）

（６）林 業

24.8

38.5

13.9

68.2

59.7

84.3

7.0

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南島原市

雲仙市

島原市

田 畑 樹園地

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
島原市 310 264 260 297

雲仙市 958 790 726 633

南島原市 922 888 1,002 1,148

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400

（単位：％）

（単位：百万円）

島原市、南島原市の令和２年度生産額は、前年と比べ増加した。

半島３市の面積の割合は、３市とも畑の占める割合が一番高い。特に島原市
は、約８割を占め、特徴的である。

【経営耕地面積割合の比較】 （令和２年）

① 林業総生産額の推移
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3. 産業、経済（農林業）

平成22年
675
0.6%

62
6.5%

令和元年度
4,743

5.5%
1,988
13.1%

平成27年
559
0.7%

50
8.0%

令和２年
178

-
-
-

令和2年度
4,719
6.3%

2,078
14.3%

平成29年度
5,119

6.1%
2,190
14.2%

平成30年度
4,917

5.4%
1,942
13.4%

島原市の割合

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

⻑崎県
島原市の割合

半島３市

平成22年 平成27年 令和２年
島原市 4 4

雲仙市 43 26 14

南島原市 15 20 4

0

10

20

30

40

50

（単位：百万円）

（単位：経営体）

（単位：経営体）

⻑崎県内、半島３市における島原市の割合は、わずかに増加している。

半島３市の経営体数は大幅に減少している。
※島原市は、経営体数が少ないため秘匿処理され、数値が公表されていない。

X

【林業総生産額の割合】

➁ 林業経営体数の推移

【林業経営体数の割合】
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3. 産業、経済（水産業）

（７）水産業

40,814
0.7%

1,760
15.9%

令和2年度

0.8%
35,368

1,103
26.8%

⻑崎県
島原市の割合

半島3市
島原市の割合

平成29年度

0.7%
50,655

1,716
0.22

平成30年度
48,246

0.5%
1,840
16.0%

令和元年度

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
島原市 376 288 280 296

雲仙市 1,019 1,227 1,156 412

南島原市 321 325 324 395

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400

平成１５年 平成２０年 平成２５年 平成３０年
島原市 309 257 222 184

雲仙市 319 231 192 155

南島原市 508 416 359 283

0

100

200

300

400

500

600

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：経営体）

島原市、南島原市の水産業総生産額は横ばいを続けているが、雲仙市は令和２年度
大きく減少した。

半島３市における島原市の割合は、増加している。

半島３市の経営体数は、平成２５年と比較すると約２割近く減少している。

【水産業総生産額の割合】

① 水産業総生産額の推移

➁ 漁業経営体数の推移
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3. 産業、経済（水産業）

平成３０年
5,998

3.1%
622

29.6%

平成２５年
7,690

2.9%
773

28.7%

平成２０年
8,849

2.9%
904

28.4%

平成１５年
10,756

2.9%
1,136
27.2%

島原市の割合
半島３市

島原市の割合

⻑崎県

漁船
非使用

漁船使用 小型定置網 魚類養殖
貝・エビ類

養殖
海藻類養殖

島原市 2 146 0 1 0 35

雲仙市 6 119 7 7 12 4

南島原市 4 244 1 2 2 30

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200
220
240
260

（単位：経営体）

（単位：経営体）

⻑崎県内及び半島３市における島原市の割合は、横ばいとなっている。

半島３市ともに、漁船による漁業が大半を占めている。島原市は、わかめ類や
のり類などの海藻類養殖業が多い。

【漁業経営体数の割合】

③ 海面漁業に関する経営体数 （平成３０年）
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3. 産業、経済（農水産物）

（８）島原市の主な農水産物の出荷量、産出量

① 指定野菜の生産出荷量 (令和3年）

島原市
⻑崎県

県内に占める割合

➁ 海産物の年間産出量 (令和３年）
 ア がざみ類（天然）の年間漁獲量

がざみ類
年間漁獲量

 イ くるまえび（天然）の年間漁獲量

くるまえび
年間漁獲量

 ウ わかめ類（養殖）の年間収穫量

わかめ類
年間収穫量

 エ のり類（養殖）の年間収穫量

のり類
年間収穫量

令和元年より、市町村別漁獲量は調査の見直しに伴い廃止。
令和4年度版から、漁獲量が把握できる最小の範囲として、小海区単位で掲載。
※⻑崎有明海区・・・島原市全域と、諫早市、雲仙市、南島原市（いずれも一部）
※橘湾海区・・・⻑崎市、諫早市、雲仙市、南島原市（いずれも一部）

⻑崎有明海区 （参考）橘湾海区
221 ー

711 秘匿

50 56

⻑崎有明海区 （参考）橘湾海区
14 1

はくさい
11,800
19,000
62.1%

⻑崎有明海区 （参考）橘湾海区

⻑崎有明海区

61.2%

だいこん
24,600
40,200

（参考）橘湾海区

にんじん
17,850
30,400
58.7%

（単位：ｔ）

（単位：ｔ）

（単位：ｔ）

（単位：ｔ）

（単位：ｔ）
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